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※赤枠部分の詳細は、別紙参照
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○審査の申出ができる事項
　市内に所在する固定資産の固定資産課税台帳に登録された価格（評価額）に限られます。
　なお、価格（評価額）以外の課税の内容（非課税、減免、住宅用地の認定に関すること等）について不服がある
場合には、行政不服審査法に基づく審査請求を市長にすることができます。

不服申立て先

木更津市固定資産評価審査委員会

木更津市長

不服申立の種類

審査の申出

審査請求

不服の内容

固定資産課税台帳に登録された価格（評価額）

価格（評価額）以外（非課税、減免、住宅用地の認定に関
すること等）

審査申出期間は、こ

の通知書の交付を受

けた日後３か月を経

過するまでの間

価格（評価額）

に関する不服

価格以外の課

税の内容に関

する不服 決定に不服がある場合

決定に不服

がある場合



別紙
形式審査

・提出期限

・審査申出書の欠陥

書面審理
・審査申出書

・市長の弁明書

・審査申出人の反論書

・委員会は、市長に対して弁明書の提出を求める。

・市長から弁明書の提出があったときは、その副本を審査申出人に送付しなければならない。

・審査申出人は、弁明書の副本の送付を受けたときは、これに対する反論書を提出すること

ができる。

委員会は、審査申

出人の求めがあっ

た場合には、当該

審査申出人に口頭

で意見を述べる機

会を与えなければ

ならない。

・委員会は、審査のため必要がある

場合には審査申出人及び市長の出席

を求めて公開による口頭審理を求め

ることができる。

・口頭審理においては、固定資産評

価員その他の関係者の出席及び証言

を求めることができる。

・口頭審理の指揮は、審査長が行う。

審査申出人の市長に対する照会権

審査申出人は、市長に対し、その

主張に理由があることを明らかに

するために必要な事項について照

会することができる。

口頭意見陳述

・審査申出人の口頭による意見陳述

口頭審理
・公開による

・職権による

事実審査
・実地調査

・資料調査

審査に必要となる委員会の権限

・委員会は、固定資産の評価に必要な資

料を所持する者に対し、審査に関し必要

な資料の提出を求めることができる。

・委員会は、固定資産評価員に対し、評

価調書に関する事項についての説明を求

めることができる。

委員会の心証形成

審理手続終結の通知

審査の決定（書面、理由附記）
・却下 ・全部又は一部の認容

・棄却

市長 台帳への価格の修正登録

１０日以内

・委員会は、申出を受けた日から３０日以内に審査の決定をしなければなら

ない。それまでに決定がない場合は、却下決定があったものとみなすことが

できる。

・委員会は、審査決定をした場合、１０日以内に、審査申出人及び市長に通

知しなければならない。

補正命令


